
平成２０年度行政評価（平成１９年度実施事務事業評価）の概要 
 

平成 20 年 12 月 4 日 
行政経営課行政改革係 

１ 平成２０年度行政評価（事務事業評価）について 
 
 
 
  評価の流れについては、 別紙「平成２０年度行政評価の流れ」を参照ください。 

＜評価対象事業＞  
平成１９年度に実施した事務事業について、「棚卸」から「２次評価」までを実施しました。 

事務事業棚卸 １， ３５４事業 事業担当係による事務事業棚卸。事業内容、事業費、職員
従事割合等を精査（うち施策体系８２８事業）。 

１次評価対象 ５３２事業 行政経営課により１次評価対象事業を抽出。 

１次評価実施 
（２次評価対象） 

３５１事業 事業担当課にて１次評価対象から事業を選択し、評価。 
１次評価に基づき、行政経営課にてヒアリング。 

庁内評価委員会評価対象 ３８事業 委員会（副市長、政策部長、総務部長、教育部長）により、
Ｃ・Ｄ評価事業を中心に２次評価を実施。 

   

＜評 価 内 訳＞ 

 評価時点ごとの評価ランク別事業数は下表のとおりとなりました。 

 （各事業の評価詳細については、別添「行政評価一覧」を参照ください。） 

 １次評価 
（事業担当課評価） 

２次評価案 
（行政経営課評価案） 

２次評価結果 
（最終評価結果） 

Ｓ評価     ８      ５  ５  
Ａ評価 ２４１    ２１２  １５５  
Ｂ評価 ６９     ９６  １５１  
Ｃ評価 ２２     １９ ２２ 

Ｄ評価 １１     １９ １８ 

計 ３５１  ３５１   ３５１ 
 
＜評価ランク＞ 

 評価にあたっては下表の基準により、ＳからＤの５段階ランク付けを行いました。 

Ｓ（拡   充） 予算規模、サービス提供量の拡充が求められている。 

Ａ（継   続） 予算規模、実施方法等について、現状のままでよい。 

Ｂ（内容見直し） 事務事業は継続するものの、その実施方法を見直す必要がある。 

Ｃ（縮   小） 事務事業は継続するものの、予算規模、サービス提供量の縮小が必要。 

Ｄ（廃   止） 事務事業の休止、廃止が必要。 
 
２ 評価結果の平成２１年度予算への反映について 

   事業担当課において、評価結果に鑑み、事業内容を精査のうえ予算要求を行うこととします。特

に２次評価結果をＣ、Ｄとした４０事業については、予算削減、廃止を徹底します。 
 また、支所業務における支部事務局等の事業及び公民館事業等において、評価を行っていない事

務事業についても、他の同一内容の事務局・事業と同等の評価とし、予算へ反映させます。 
 
３ 評価結果の公表について 

   行政評価一覧にある３５１事業について、「平成２０年度篠山市行政評価（平成１９年度実施事務

事業評価）」として、市ホームページにて公表します（掲載期間３年）。 


